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２
月
２
日
（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
揖
斐
川
町
子
ど
も
会
育
成
指
導
者
連
絡

協
議
会
に
よ
る
「
２
０
２
０
チ
ャ
レ
ン

ジ
!!
・
フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
を
中
心
に
、
元
気
な

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
は
、
８

枚
の
写
真
を
手
に
、
そ
の
写
真
が
「
ど
こ
に

あ
る
の
か
？
」
探
し
な
が
ら
、
施
設
の
中
を

探
検
し
、
な
ぞ
を
解
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得

す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

当
日
、
開
催
し
て
い
た
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
の
展
示
品
が
写
真
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
お
り
、
ゲ
ー
ム
し
な
が
ら
、
展
示

作
品
の
鑑
賞
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
年
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス

マ
ボ
ラ
）
の
皆
さ
ん
に
手
作
り
の
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

揖
斐
公
民
館

《
揖
斐
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時　

３
月
８
日（
日
）９
時
30
分
～

◆
場
所　

揖
斐
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
和
公
民
館

《
大
和
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時　

３
月
１
日（
日
）９
時
30
分
～

◆
場
所　

大
和
公
民
館
駐
車
場
、

　
　
　
　

大
和
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
北
方
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時　

３
月
１
日（
日
）10
時
30
分
～

◆
場
所　

北
方
公
民
館
、

　
　
　
　

北
方
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
ふ
る
さ
と
祭
り
》

◆
日
時　

３
月
８
日（
日
）９
時
～

◆
場
所　

清
水
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級「
さ
よ
な
ら
散
歩
」》

◆
日
時　

３
月
18
日（
水
）９
時
30
分
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
小
島
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時　

３
月
８
日（
日
）９
時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

◆
内
容　
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

　
　
　
　
「
町
の
こ
れ
か
ら
を
数
字
で
」等

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
𦙾
永
文
化
祭
》

◆
日
時　

３
月
８
日（
日
）９
時
～

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展
「
春
季 

人
形
展
」
好
評
開
催
中

当
館
で
は
、
３
月
29
日（
日
）
ま
で「
春
季 

人
形
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
雛
人
形
を

中
心
に
江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
を
多

数
展
示
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　

第
一
展
示
室

【
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
】
の
ご
案
内

揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
む
か
し
話
を
題
材
に

し
た
人
形
劇
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
演
じ
て

く
だ
さ
る
の
は
人
形
劇
団「
パ
ク
パ
ク
」
の

皆
さ
ん
で
す
。

ご
家
族
で
楽
し
め
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。終
了
後
に
は
、

い
ろ
り
を
囲
ん
で
お
餅
を
焼
き
、
お
講
汁
を

い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
部

　

○
お
話　
「
朝
鳥
明
神（
小
島
の
お
話
）」

　

○
電
子
紙
芝
居　
「
林
久く

波わ

物
語

（
大
和
の
お
話
）」

　

○
人
形
劇　
「
大
蛇
と
お
ば
あ
さ
ん

（
北
方
の
お
話
）」

第
２
部　
歌
っ
て
あ
そ
ぼ
う

■
日
時　

３
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

開
場
９
時
50
分
～　

開
演
10
時
～

■
参
加
費　

無
料　

「
フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
開
催
！

■
持
ち
物　

お
わ
ん
・
箸

■
場
所　

 

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
民
家

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

▲江戸期雛

▲狆曳人形

▲ポイントどこかなぁ▲ストライクを取るぞ

第
５
回
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た

２
月
１
日（
土
）と
２
日（
日
）の
２
日
間
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

会
館
棟
に
お
い
て
は
絵
画
、
写
真
、
文
芸
、

手
芸
、
盆
栽
、
生
け
花
な
ど
の
作
品
展
示
に

加
え
、
ド
ー
ナ
ツ
や
ク
レ
ー
プ
、
う
ど
ん
な

ど
の
販
売
も
あ
り
好
評
で
し
た
。

２
日
に
は
ホ
ー
ル
で
琴
や
太
鼓
の
演
奏
、

合
唱
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な

舞
台
発
表
が
あ
り
、
観
客
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

▲会場の様子
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揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会　

１
月
24
日
（
金
）、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
は
な
も
も
で
、
郡
内
の
全
教
職
員
が
参

加
し
て
、
教
育
研
究
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
第
一
部
　

•
教
育
研
究
実
践
論
文
受
賞
者
表
彰

•
講
話
「
学
校
は
今
と
未
来
を
創
る
と
こ
ろ
」

　

講
師　

西
濃
教
育
事
務
所
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　

圭
子　

様

※�

図
工
・
美
術
作
品
展
、
ふ
れ
あ
い
作
品
展

鑑
賞
、
論
文
閲
覧

■
第
二
部
　

•
教
育
研
究
実
践
論
文
発
表

「�

ど
の
子
に
と
っ
て
も
学
び
や
す
い
学
校

を
目
指
し
て
」

～
通
級
指
導
教
室
経
営
と
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
働
き
か
け

を
通
し
て
～

　
　
　

片
倉　

陽
子 

先
生
（
中
小
学
校
）　

•�

教
育
研
究
実
践
論
文
講
評
、
受
賞
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

教
職
員
が
自
ら
の
教
育
実
践
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
新
し
い
学
校
教
育
に
つ
い
て
確
か
な

見
直
し
を
も
つ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
研
究
実
践
論
文
受
賞
者（
敬
称
略
）

■
優
秀
賞　
　
　

岩
間　

美
保
（
谷
汲
小
）　

　
　
　
　
　
　
　

片
倉　

陽
子
（
中　

小
）

　
　
　
　
　
　
　

平
田
百
合
絵
（
中　

小
）　

　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

貴
紀
（
東　

小
）

■
入
　
選　
　
　

浦
木　

幸
代
（
大
和
小
）　

　
　
　
　
　
　
　

南　
　

智
文
（
北
方
小
）

　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

実
治
（
清
水
小
）　

　
　
　
　
　
　
　

中　
　

悦
子
（
東　

小
）

　
　
　
　
　
　
　

森　
　

晶
代
（
温
知
小
）

　
　
　
　
　
　
　

加
代
梨
佐
枝
（
温
知
小
）

　
　
　
　
　
　
　

仲　
　

昌
弘
（
八
幡
小
）

　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

智
子
（
池
田
小
）

　
　
　
　
　
　
　

辻　

菜
々
恵
（
大
野
中
）

　
　
　
　
　
　
　

細
江　

美
香
（
池
田
中
）

■
佳
　
作　
　
　

31
人

郡
図
工
美
術
作
品
展
＆

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
作
品
展

１
月
24
日
（
金
）
か
ら
１
月
28
日
（
火
）

ま
で
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な

も
も
で
、
各
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
児
童
生
徒

の
入
選
以
上
の
全
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞
（
敬
称
略
）　

【
小
学
校
】

１
年　

平
面　

傍
嶋　

乃
愛
（
中　

小
）

　
　
　

立
体　

所　
　

陽
向
（
春
日
小
）

２
年　

平
面　

林　
　

幸
利
（
北
方
小
）

　
　
　

立
体　

内
藤　

光
希
（
春
日
小
）

３
年　

平
面　

國
枝　

奈
々
（
宮
地
小
）

　
　
　

立
体　

小
林　

璃
桜
（
八
幡
小
）

４
年　

平
面　

山
野
翔
太
郎
（
八
幡
小
）

　
　
　

立
体　

森　

瑠
羽
愛
（
八
幡
小
）

５
年　

平
面　

松
原　

由
佳
（
宮
地
小
）

　
　
　

立
体　

森
田
菜
々
海
（
小
島
小
）

６
年　

平
面　

村
上　

結
愛
（
東　

小
）

　
　
　

立
体　

川
越　

那
奈
（
西　

小
）

【
中
学
校
】

１
年　

平
面　

新
井　

晴
月
（
坂
内
中
）

２
年　

平
面　

阿
部　

光
夏
（
池
田
中
）

　
　
　

立
体　

馬
渕　

紗
瑳
（
大
野
中
）

３
年　

平
面　

宮
内　

心
綺
（
揖
斐
川
中
）

　
　
　

立
体　

仲
野　

聖
菜
（
大
野
中
）

郡
駅
伝
大
会
（
郡
体
育
協
会
主
催
）

第
62
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
（
揖
斐
郡
体
育

協
会
主
催
、
中
日
新
聞
社
等
後
援
）
が
12
月

１
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
郡
内
に
在
住
・
在

学
在
勤
の
中
学
生
44
チ
ー
ム
、
一
般
50
チ
ー

ム
の
94
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。
コ
ー
ス
は
５
区
間
の
12
・
７
キ
ロ
。

揖
斐
川
町
庁
舎
前
を
出
発
し
、
井
ノ
口
橋
、

粕
川
大
橋
、
大
津
谷
展
望
台
、
霞
間
ケ
渓
公

園
を
通
っ
て
池
田
町
総
合
体
育
館
を
目
指
し

ま
し
た
。

大
会
結
果�

 

中
学
生
男
子
　

①
池
田
中
選
抜
Ａ

②
大
野
中
学
校
Ａ   

③
池
田
中
選
抜
Ｂ

④
北
和
中
学
校
Ａ

⑤
大
野
中
学
校
Ｂ

⑥
揖
斐
川
中
学
校
Ａ

中
学
生
女
子
　

①
岐
阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ 

②
大
野
中
学
校
Ａ

③
揖
斐
川
中
学
校
Ａ

④
北
和
中
学
校
Ａ

⑤
揖
斐
川
中
学
校
Ｂ　

⑥
揖
東
中
学
校
Ａ

一
般
男
子    

①
池
田
高
校
野
球
部
Ａ

②
ア
ピ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

③
そ
れ
ゆ
け
！
池
田
の
高
校
生   

一
般
女
子    

①
う
る
星
★
や
つ
ら

②
と
な
り
の
ト
ト
ロ
♡
さ
つ
き

③
Ａ
ｙ
ｕ　

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ　

文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
彩
の
国

杯
第
14
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会　

中
学
２
年
女
子　

形
西
濃
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ

小
島
小
学
校
５
年

　

立つ
い

木き　

康や
す

尊た
か

さ
ん

（
和
田
）

揖
斐
小
学
校
５
年

　

伊い
と

東う　

陽は
る

翔と

さ
ん

　

（
三
輪
）

小
島
小
学
校
６
年

　

髙た
か

橋は
し　

成な
る

さ
ん

　

（
小
島
）

フ
ジ
パ
ン
Ｃ
Ｕ
Ｐ

ユ
ー
ス
Ｕ

－

12
サ
ッ
カ
ー
大
会
東
海
大
会

北
和
中
学
校
２
年

　

江え

口ぐ
ち　

紗さ
さ
ら颯
さ
ん

（
北
方
）
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令和元年度　あったかい言葉　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議で、あったかい言葉を募集しました。合計2,223作品の応募があり、その中で50作
品を選出しました。そのうちのいくつかを紹介します。

坂内小学校　１年　たなか　しげゆき　さん：「はたけしごと　てつだうよ」
　おばあちゃんに　ずっとげんきでいてほしいので、たいへんなはたけしごとを　てつだいたいとおもいまし
た。

養基小学校　１年　くにい　とわ　さん：「できるよ」
　わたしが、のぼりぼうのれんしゅうをがんばっていたとき、おとうさんが「できるよ」とはげましてくれて、
もっとがんばれました。いまは、とくいです。

養基小学校　３年　牧
まき

村
むら

　香
か

穂
ほ

　さん
　わたしが、ケガをしてすりむいた時、友だちが「だいじょうぶ」と言ってくれました。今でも、その時のこ
とを思い出すとうれしいです。

養基小学校　５年　小
お

川
がわ

　稀
ち

絢
あり

　さん：「おかえり」
　お父さんがかえってくると　みんなできょうそう。ろうかで「おかえり」という。まい日　たのしいかぞく
の時間です。

揖斐高等学校　１年　加
か

納
のう

　稜
りょう

麻
ま

　さん：「頑張ってるね！」
　学校からの指示でラジオ体操に参加しなくてはならなく、少し嫌に思いながらも行っていたら、近所の方が

「頑張ってるね～」と声をかけてくださり、毎日行こうと思えたし、頑張ろうという気持ちになりました。

揖斐高等学校　１年　荻
おぎ

原
わら

　ユリカ　さん：「がんばってね」
　毎朝、お母さんは仕事の関係で私よりも家を出るのが早く、私が起きるころにはもういないのですが、毎日
かかさず「がんばってね」とメールが届いていて、何気ない言葉だけど頑張ろうと思えます。

揖斐高等学校　２年　小
お

野
の

木
ぎ

　愛
あい
　さん

　自分が悩んでいる時に、「一人で悩まなくてもいいからね」と言ってくれるお母さん。お母さんの方が仕事
や家族の事でたくさん悩みを抱えているのに、私に対してのあったかい言葉、ありがとう。そして、いつも私
を見守ってくれてありがとう。

揖斐高等学校　２年　栗
くり

木
き

　麻
ま

衣
い

　さん：「大丈夫だから」
　私は揖斐ジモト大学に今年参加をしました。体験学習を通じて、進路の相談をすると、「大丈夫だから」と言っ
てくれました。その言葉で夢を諦めなくていいんだと思いました。お世話になった方々に感謝の気持ちでいっ
ぱいです。私を勇気づけてくれてありがとう。

揖斐高等学校　３年　子
こ

安
やす

　なつき　さん：「自分を楽しむ」
　私は周りとは少し違う考えや生き方をしているのが悩みで同じ色になれないと悩んだ時、「自分を楽しんで
たらいい」と笑いながら、友達の様に言ってくれて、自信をもらえました。エキセントリックを受け入れてく
れてありがとう。

揖斐高等学校　３年　小
こ

寺
でら

　波
な

美
み

　さん：「今日も１日良い事がありますように」
　昨日、私が友達との関係で嫌な事があった。その時、母は私の相談を最後まで優しくうなずきながら聞いて
くれた。朝になって「今日は学校に行きたくないな…」と思いながら家を出ていったその時、母が「今日も良
い事がありますように」と笑顔で言ってくれた。私は母のその温かい一言で「今日も一日頑張ろう」と前向き
な気持ちで学校に行く事ができた。

西濃学園中学校　３年　大
おお

槻
つき

　咲
さ

菜
な

　さん：「咲菜がうれしいと　私もうれしい」
　ここの学校に転校して友達ができてすごくうれしくて　前の学校に居る親友に報告したら「咲菜がうれしい
と私もうれしい」と笑顔でそう言ってくれた。

西濃学園　２年　髙
たか

山
やま

　葵
あおい

　さん：「カイロ」
　冬、口元がとても冷たくて、うまく口がまわらなかった時に、カイロを口元にあてた時、あったかかった。「あっ
たかい？」って言われた言葉がストレートで、とてもあったかくなった。




